
●詳細は『とりあえず使える早押し機を作る』も併せてご覧ください

http://hayaoshi-easy-make.blog.jp/

●早押し判定キット[HA-808]などを組み合わせた早押し機です。

 仕様については[HA-808]の説明書も併せてご確認ください。

早押し機 [HA-808] http://prod.kyohritsu.com/HA-808.html

○×音 [PU-2307] https://www.elekit.co.jp/product/PU-2307

※早押し機本体の[HA-808]は、押したときの音は出ますが、

 正誤判定音を出す機能はありません。

 このため、リセット(と順位切替)の信号のみをステレオケーブルで繋ぎ

 ○×音を別の基盤から出力するようにしています。

●本体の電源

・本体の電源は6Ｖです。同梱の6ＶのACアダプタを使用してください。

※野外等、電源が無い場所では電池ボックス(単三×4本)を繋いでください。

・電源は「本体同士」「ボタン」全ての接続が完了してから入れてください。

・[HA-808]は6〜12Vで動作しますが、正誤判定に使用している[PU-2308]が5Vのため、

 6⇒5Vに落とす前提で調整しています。

 このため、６Ｖでの使用をお願い致します。

・音量増幅用のアンプの説明書に発熱対策の指示があったため廃熱用のファンを付けましたが、

 試しに５〜６時間の付けっぱなしでも殆ど温度は上がりませんでした。

 このため、このファンは使用しなくても構いません。

 (穴を空けてしまっているため、取り外さずそのままにしてあります)

●正誤判定

本体のボタン、レリーズ(RCAケーブルで接続)どちらも有効です。

赤…リセット ＋ 「ピンポン」音

白…リセット ＋ 「ブー」音

⻩…リセット

なお、[HA-808]は単体だと「１着のみ」と「３着まで切替」を選択できるのですが、

２枚以上繋ぐ場合は「１着のみ」となります。

ここでは内部で２枚を連結しているため、「16人で１着のみ」の状態となっています。



●本体を増設する(17人以上でプレーする)

・「連結」のシールを貼っているＳ端子ジャック２つのうち、１つずつを使います。

 (２つあるのは、３枚以上繋ぐことを想定しているためです)

・電源は「正誤判定機能込み」の本体にのみ(＝１つだけ)繋いでください。

 (Ｓ端子ケーブルは押されたかどうかの信号と共に電力も繋げています)

 本体１枚１枚それぞれにACアダプタや乾電池を繋ぐ必要はありません。

 (かえって故障の原因となります)

・Ｓ端子ケーブルの抜き差しは、必ず電源が完全に切ってある状態で行ってください。

  ⇒電源を切った直後は電気が残っていると思われるので、

   ２〜３秒待ってから抜いてください。

・正誤判定用の基盤へ減圧して電力供給している関係上、

 「正誤判定機能込み」の本体同士は繋げないようにしてください。

●音の出力

・ステレオの一方から「○×音」、もう一方から「押した音」が出ます。

・ボリュームは左右別々のものと、一体型のものがあります。

・「ステレオ外部出力」端子から外部のスピーカーに繋ぐ事が出来ます。

・２枚以上を繋いでいる場合、「１着のボタンが繋がっている本体」と「それ以外」で

 「押した音」の出るタイミングが僅かに異なります。

 このため、「押した音」は「正誤判定込みの本体」だけから出すようにし、

 残りの本体は「ボリュームを絞る」「スピーカーを繋がない」「イヤホンを繋いでおく」

 等の手段で「押した音」が聞こえないようにしておいてください。
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